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はじめに ―― 子どもは笑顔が一番！ 

 

近年、子どもの貧困が問題となっています。厚生労働省の「国

民生活基礎調査」によると、2018年現在、全国で約255万人、

7.4人に１人の子どもが相対的貧困の状況にあります。 

子どもの貧困は家庭（世帯）の所得の低さや格差に起因します。

お金は重要ですが、子どもが幸せになるにはお金だけではなく、

人とのつながりや愛情の感じられる、安心な居場所が必要です。 

さらに、ひとり親家庭の約 50％が貧困状態にあると言われて

います。特にこの１年は、新型コロナウイルスの影響で仕事や収

入が減った家庭で、食事の回数や量を減らしたり、学校の給食に

頼って食費を削っているという報告もあります。 

家賃が高い日本では、住居が保障されていればより救われます

ので、給付金のような金銭的な手当ては必要です。一方では、親

の精神的なストレスの問題も大きくなっています。 

子どもが課題を抱えているということは、その家族・地域・社

会が課題を抱えているということです。その課題を解決していく

には、地域の多くの人たちが関わっていくことが重要です。 

このところ、各地域で「子ども食堂」「無料塾」「遊び場」「フ

ードパントリー」「子ども宅食」など民間やボランティアでの支

援の輪が広がっています。さらに、自治会などで高齢者が子ども

を見守り、子どもとの接点をつくるなどしています。 

今回の調査でのヒアリングやアンケートなどから、多くのお声

をいただきました。地域に多様な子どもの居場所があり、SDGs

（持続可能な開発目標）の「一人も取り残さない」支援を地域か

ら作っていきましょう。 
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１．子どもの貧困（率）の現状 

 

（１）子どもの貧困率、近年の状況 

子どもの貧困率は、2012年に過去最高の16.3％に達し、子

どもの６人に１人が「相対的貧困」の状況におかれました。 

その後、15年は13.9％、18年は13.5％となって、子ども

の貧困は若干緩和されてきました。ただ、それでも子どもの７人

に１人が貧困の状況に置かれており、依然として深刻です。 

 

（２）ひとり親世帯で特に深刻 

貧困率は、子どもがいる現役世帯（世帯主が 18～64 歳で子

どもがいる世帯）についても公表されており、「大人が１人」の

世帯と「大人が２人以上」の世帯とで別々に集計されています。 

「大人が２人以上」の世帯は、2006～18年にかけて、貧困

率が10～13％となっています。 

しかし、「大人が１人」の世帯（いわゆるひとり親世帯）では

貧困率が48～55％となっており、「大人が２人以上」の世帯よ

りもかなり高くなっています。 

 

 
子どもの 

貧困率 

大人が２人 

以上の世帯の 

貧困率 

大人が１人 

の世帯の 

貧困率 

2006年 14.2％ 10.2％ 54.3％ 

2009年 15.7％ 12.7％ 50.8％ 

2012年 16.3％ 12.4％ 54.6％ 

2015年 13.9％ 10.7％ 50.8％ 

2018年 13.5％ 10.7％ 48.1％ 

（厚生労働省「2019年国民生活基礎調査」より） 
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（３）経済的に厳しいひとり親世帯の割合 

次の表は「ひとり親世帯臨時特別給付金」の神奈川県全体と湘

南地域の市町別の支給決定件数です。 

この件数から、経済的に厳しい状況にあるひとり親世帯の割合

が推計できます。 

県平均は 1.22％（82 世帯に１世帯）ですが、茅ヶ崎市は

1.45％（69世帯に１世帯）となっています。 

 

 支給決定件数 全世帯数 割合 

茅ヶ崎市 1,507 104,040 1.45％ 

藤沢市 2,527 193,622 1.31％ 

平塚市 1,940 113,441 1.71％ 

鎌倉市 560 75,786 0.74％ 

寒川町 361 20,096 1.80％ 

神奈川県全体 51,303 4,213,590 1.22％ 

（支給決定件数：2020年11月現在、世帯数：同年９月現在） 

 

２．茅ヶ崎市内の子ども食堂など 

 

子ども食堂は、貧困家庭や孤食の子どもに食事を提供し、安心

して過ごせる場所として始まりましたが、最近は、対象を子ども

に限定しない食堂も増えています。 

NPO 法人「全国こども食堂支援センター・むすびえ」（湯浅

誠理事長）の 2020 年の調査では、全国に少なくとも 5,086

ヶ所の子ども食堂があり、前年から1,368ヶ所増加したという

ことです。子どもの貧困対策は元より、地域の居場所の提供など

幅広い役割を担うようになっています。 
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（１）幸町こども食堂「おいしいね」～親子の食堂～ 

 

 
 

ここからは、茅ヶ崎市内で実施されている子ども食堂や、子ど

もの居場所を提供する取り組みのいくつかを紹介します。 

幸町こども食堂「おいしいね」は、茅ヶ崎駅南口のスナック

「LAST50CENT」を会場に、2019年６月から月１回（木曜

日、午後５～７時）のペースで行われています。 

当初は、イートインで行われていましたが、新型コロナウイル

ス感染症の拡大を受けて、2020 年３月以降はテイクアウトで

実施しています。 

参加費は大人300円、子どもは無料です。利用者の大半は未

就学児や小・中学生、その保護者などで、「親子の食堂」という

雰囲気が特徴です。 
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（２）鶴が台「みんなの居場所」～子どもと高齢者～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

茅ヶ崎・鶴が台団地の名店街にある喫茶店「カフェグランマ」

を会場に、月に２回（金曜日、午後５～７時）のペースで実施さ

れています。 

ここも当初はイートインでカレーなどが提供されていました

が、新型コロナウイルス感染症の拡大以降はテイクアウト（弁当

の配布）を行っています。 

名店街の中にある食肉店の弁当が特に人気です。また、写真の

ように、キッチンカーで提供する時もあります。 

親子連れのみならず、団地などに住む高齢の方の利用も多く、

子どもから高齢者までの「みんなの居場所」としての役割を担

っているのが、この食堂の特徴です。 
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（３）香川「たんぽぽはうす」～母子の居場所～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NPO法人「ワーコレたんぽぽひろば」が茅ヶ崎市香川３丁目

の民家を活用して実施している、地域のホッとスペース「たんぽ

ぽはうす」。 

週に２回、月曜日と木曜日に「ふりーすぺーす」を開設してい

るほか、小学生の居場所「ぽぽ」、不登校を考える「たんぽぽカ

フェ」、赤ちゃんとママの産後体操など、多様なメニューを展開

しています。 

子ども食堂に当たるのは、月に２回、木曜日のお昼に開催する

「ランチの日」。先着 10 食で１食 300 円ですが、新型コロナ

ウイルス感染症拡大のため、2021 年１月現在休止中です。地

域の居場所が子ども食堂も担っている形です。 
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（４）子育てサロンHYGGE（ヒュッゲ） 

 

 
 

子育てサロン HYGGE（ヒュッゲ）は、子育て中のお母さん

が運営しています。「こんな企画があったら嬉しい」と自分たち

が感じることをもとに、イベントを企画し主催してきました。 

これまでの主な企画は、「推し絵本の会」（それぞれの家庭のお

すすめ絵本を紹介しあう会）、「ミニ運動会」（未就園児と保護者

のための小さな運動イベント）、「お絵かき遊びの世界」（オンラ

インお絵かき講座）、「茅ヶ崎mamamap」という子育て中の方

へ向けたマップの作成（こども食堂など）です。 

HYGGEでは、ZOOMや SNSなども活用しながら、コロナ

禍でも子育ての楽しさを共有できる場をつくりたいと思ってい

ます。 
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（５）茅ヶ崎市内の子ども食堂のまとめ 

 

以下の「茅ヶ崎mamamap」によると、2020年10月現在

で茅ヶ崎市内には９ヶ所の子ども食堂があります。４～７ページ

で見てきたように、子ども食堂ごとに様々な特徴があります。 

 

（https://mamamap.amebaownd.com） 

＊このほか、2021年２月に「南湖こども食堂 波」がオープン。 
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３．子ども食堂アンケートから 

 

今回の調査に際して、茅ヶ崎市内の子ども食堂などを通じて保

護者や子どもたちに子ども食堂についてのアンケートを行いま

した。幸町「おいしいね」、鶴が台「みんなの居場所」、芹沢「齋

藤助産院子育てサロン」にご協力いただきました。 

保護者から30通、子どもたちからは21通の回答が寄せられ

ました。 

 

（１）子ども食堂の周知方法 

子ども食堂の開催を何で知ったかについて（複数回答可）は、

保護者は「チラシ」が７名、「ポスター」が５名、「インターネッ

ト」が13名、「友人や知人」が 10名、「その他」が２名となり

ました。子どもは、回答が分かれました。 

保護者は「インターネット」が最多ですが、「友人や知人」と

いう人も少なくなく、口コミという方法も重要だと感じます。 

 

 保護者 子ども 

チラシ ７ ４ 

ポスター ５ ５ 

インターネット 13 ４ 

友人・知人から 10 ５ 

その他 ２ ６ 
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（２）新型コロナウイルス感染症拡大の影響 

今回のアンケートでは、新型コロナウイルス感染症拡大の経済

的な影響についてもうかがいました（回答数 11件）。 

全体では「大きな変化はなかった」と「収入が減少した」とい

う回答が半々でしたが、「収入が減少した」と回答した方はひと

り親世帯に目立っています。 

 
問：感染症拡大の前後で世帯収入に変化はありましたか？ 

 大きな変化なし 収入が減少した 

ひとり親世帯 １ ４ 

ひとり親世帯以外 ６ ２ 

計 ７ ６ 
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～シングルマザー1,800人の実態調査より～ 

認定 NPO 法人「しんぐるまざーず・ふぉーらむ」は、全国のシ

ングルマザーを対象に、2020年７月に「新型コロナウイルスの影

響によるシングルマザーの就労・生活調査」を実施しました。 

1,816人が回答し、コロナによる自身の雇用や収入への影響につ

いて、「大いに影響があった」38.5％、「ある程度影響があった」

32.3％、「あまり影響がなかった」18.3％、「まったく影響がなか

った」8.4％という結果になりました。 

約７割のシングルマザーが影響を受けたと回答しており、私たち

の調査結果と近い数字となりました。 

（調査結果詳細⇒https://womenseye.net/info/4069） 



（３）自由記述欄から（抜粋） 

・ 仕事と子育てをしながら、なかなか子供とのコミュニケーシ

ョンを取る時間がない中、夕食をお安く提供して頂け、時間に

余裕ができ、ゆっくり食事を取ることができます。 

・ 生活費に困っているというわけではありませんが、時間がな

いことが大変です。仕事後（子どもの）迎え、食事準備、毎日

嵐です。子どもの食育とか栄養バランスとか世間ではよく言い

ますが、時間のない母親にとっては、きちんと子育てしていな

いと責められているようです。 

・ 現在、プレシングルマザーで夫と別居中で、養育費をもらえ

ず、母子手当ももらえず、毎日苦しい生活でしたので、今回の

子ども食堂は涙が出るほどありがたかったです。 
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～ひとり親家庭もシェアハウス入居が可能に！～ 

シェアハウス（一つの住居を複数人で共有し暮らす賃貸物件）は

面積が狭く単身用でしたが、子どもがいるひとり親も入居が可能に

なりました。 

2020年12 月の県議会（建設・企業常任委員会）でくさか景子

が取り上げ、実現しました。 



４．子ども食堂支援への提言 

 

（１）調査のまとめ 

・ 子どもの７人に１人が相対的貧困の状況にあり、特にひとり

親世帯で深刻な状況です。茅ヶ崎市内のひとり親世帯は 69世

帯に１世帯の割合です。 

・ 子ども食堂は、ここ数年で急激に数を増やすとともに、その

意義や役割も、子どもの貧困対策は元より、地域の居場所の提

供など幅広いものとなっています。 

・ ４～７ページで見たように、子ども食堂はそれぞれに特徴を

持っています。在り方の多様性も子ども食堂の特徴です。 

 

（２）政策提言 

県は、子どもの貧困対策推進計画を策定し、ひとり親などへの

支援については明記しています。 

2020 年度は、子ども食堂に対して１回５万円の協力金を支

給したほか、子どもの居場所ポータルサイト、神奈川こども食

堂・地域食堂ネットワークで情報を共有しています。しかし、国・

県・市はこども食堂や居場所に直接関わりを持っていません。 

そこで、地域の福祉支援センター、専門家、NPO、社会福祉

協議会、民生・児童委員、自治会、企業、フードバンクなどと

も連携して、子どもが抱える課題に共に関わりを持ち、支援や

解決につなげる役割を果たしていくことが必要です。 
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あとがき 

 

2012 年頃から始まった子ども食堂は、2020 年には全国で

5,000 ヶ所を超えるまでに増え、子どもの貧困対策は元より、

居場所の提供など幅広い役割を担うようになりました。 

今回の調査は茅ヶ崎市内が主な対象でしたが、市内だけを見て

も多種多様な子ども食堂が展開されています。子ども食堂の取り

組みを支える政策や行政による支援も、その多様な在り方への対

応がまずます重要になっていると感じます。 

報告書の執筆は、「はじめに」と「政策提言」はくさか景子が

担当し、「子育てサロンHYGGE」については吉田裕美子さんと

小林聡美さんにお願いしました。そのほかは、くさか事務所の中

川登志男が担当しました。 

アンケート調査も含め、ご協力いただきました皆さまに心より

感謝申し上げます。 
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